
　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
犬
山
市
は
、
街
頭

犯
罪
の
中
で
も
比
較
的
発
生
件
数
の
多
い
駅
周
辺
で
、
平
成
２３

年
度
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
ま

で
に
７
つ
あ
る
す
べ
て
の
駅
の
周
辺
に
設
置
を
終
え
ま
し
た
。�

　
こ
れ
で
街
頭
犯
罪
が
発
生
し
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
解
析
か

ら
犯
人
の
検
挙
に
結
び
つ
く
可
能
性
も
高
く
、
ま
た
犯
罪
の
抑

止
に
も
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�
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学区別の犯罪の発生状況（平成２６年１月～１１月中）�

刑
法
犯
総
数

街
頭
犯
罪

ひ
っ
た
く
り

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

部
品
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

自
販
機
ね
ら
い

強
　
盗

恐
　
喝

住
宅
対
象
以

外
の
侵
入
盗

街　　　頭　　　犯　　　罪

住宅対象侵入盗

空
き
巣

忍
込
み

居
空
き

犬山北

犬山南

犬山東
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０
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０
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街
頭
犯
罪
と
は
、
住
宅
へ
の
侵

入
盗
（
空
き
巣
、
忍
込
み
、
居
空

き
）
も
含
め
主
に
道
路
や
広
場
な

ど
戸
外
で
起
き
る
犯
罪
で
、
ひ
っ

た
く
り
、
自
動
車
盗
、
オ
ー
ト
バ

イ
盗
、
自
転
車
盗
、
部
品
ね
ら
い
、

車
上
ね
ら
い
、
自
販
機
ね
ら
い
、

強
盗
、
恐
喝
の
１０
の
罪
種
の
こ
と

で
す
。�

　
平
成
２６
年
は
１
月
か
ら
１１
月
ま

で
に
約
３
０
０
件
発
生
。
平
均
し

て
市
内
の
ど
こ
か
で
毎
日
１
件
ほ

ど
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
内
訳
は
、
住
宅
へ
の
侵
入
盗
以

外
で
は
、
自
転
車
盗
が
圧
倒
的
に

多
く
１
０
０
件
、
次
い
で
車
上
ね

ら
い
４２
件
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
２１
件
、

部
品
ね
ら
い
２０
件
、
自
動
車
盗
１５

件
、
自
販
機
ね
ら
い
５
件
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
人
に
危
害
を

及
ぼ
す
強
盗
、
恐
喝
は
計
２
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
地
区
別
（
学
区
別
）
に
み
る
と
、

犬
山
北
が
１
２
１
件
、
楽
田
１
２

０
件
と
多
く
、
次
い
で
羽
黒
１
０

９
件
、
城
東
８０
件
、
犬
山
南
５５
件
、

犬
山
東
５２
件
、
犬
山
西
３７
件
、
池

野
２１
件
、
今
井
６
件
、
栗
栖
３
件

の
順
で
、
当
然
な
が
ら
市
街
地
で

多
く
、
人
家
の
少
な
い
地
区
で
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
中
で
も
人
が
集
ま
る
駅
や
そ
の

周
辺
で
多
く
、
と
く
に
自
転
車
盗

は
全
体
の
約
３
割
に
も
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
市
は
「
犬
山
市
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

施
行
す
る
と
と
も
に
、
平
成
２３
年

７
月
に
犬
山
駅
西
に
ま
ず
２
基
、

つ
い
で
２４
年
度
に
は
犬
山
駅
東
に

２
基
、
羽
黒
駅
西
に
２
基
、
楽
田

駅
東
に
３
基
、
２５
年
度
に
は
犬
山

口
駅
南
に
１
基
、
同
駅
北
に
１
基
、

善
師
野
駅
南
に
１
基
、
同
駅
北
に

１
基
、
２６
年
度
に
は
犬
山
遊
園
駅

西
に
１
基
、
同
駅
東
に
１
基
、
富

岡
前
駅
南
に
２
基
、
楽
田
駅
西
に

１
基
の
計
１８
基
を
設
置
し
て
お
り
、

街
頭
犯
罪
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま

す
。�

　
駅
周
辺
で
は
先
の
１０
の
罪
種
の

ほ
か
、
痴
漢
や
つ
き
ま
と
い
な
ど

の
犯
罪
も
監
視
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
最
近
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
精
度
も

向
上
し
て
お
り
、
夜
間
は
も
ち
ろ

ん
、
画
像
も
鮮
明
で
人
相
や
車
の

ナ
ン
バ
ー
も
比
較
的
鮮
明
に
記
録

さ
れ
る
な
ど
犯
罪
の
捜
査
に
も
威

力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
自
治
会
な
ど
で
も
独
自
に

防
犯
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。�

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い

う
「
自
助
」
や
、
地
域
で
互
い
に

助
け
合
う
「
共
助
」
の
精
神
が
重

要
で
す
。
こ
の
精
神
に
の
っ
と
り
、

ま
ず
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
と
い
う
気
概
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
山
田
）�

������������

　
国
宝
犬
山
城
の
年
間
入
場
者
数

が
１２
月
１６
日
、
５０
万
人
を
突
破
、

統
計
が
残
る
昭
和
５１
年
（
１
９
７

６
）
以
降
で
初
め
て
５０
万
台
の
大

台
に
乗
り
ま
し
た
。�

　
５０
万
人
目
の
入
場
者
は
友
人
と

初
め
て
訪
れ
た
名
古
屋
市
千
種
区

の
会
社
員
、
小
川
光
子
さ
ん
（
３６

歳
・
表
紙
写
真
の
中
央
）
。
こ
の

日
ま
で
現
職
に
あ
る
田
中
志
典
市

長
や
所
有
者
の
犬
山
城
白
帝
文
庫

の
成
瀬
淳
子
理
事
長
ら
か
ら
記
念

品
を
贈
ら
れ
、
翌
１７
日
か
ら
後
任

と
な
る
山
田
拓
郎
次
期
市
長
も
駆

け
つ
け
、
早
速
、
わ
ん
丸
君
も
入

れ
た
５
人
（
？
）
で
、
記
念
写
真

に
収
ま
り
ま
し
た
。�

　
小
川
さ
ん
は
「
５０
万
と
い
う
数

字
に
驚
き
ま
し
た
。
城
下
町
も
見

た
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。�

「
自
助
自
助
」
や
「
共
助
共
助
」
の
精
神
精
神
で�
「
自
助
」
や
「
共
助
」
の
精
神
で�

犯罪の抑止にも効果�

「数字にびっくり�
城下町も見たい」�
「数字にびっくり�
城下町も見たい」�
「数字にびっくり�
城下町も見たい」�

名古屋の会社員�
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　所得税及び復興特別所得税の確定申告を希望する人は、次表の会場で受け付けします。年の途中で退職

し、年末調整を受けていない給与所得者や、給与所得のみで医療費控除や住宅借入金等特別控除などを受

ける人は、所得税及び復興特別所得税の確定申告をすると、納めた税金が戻ることがあります。�

※昨年と開設期間を変更しています。�

※土・日曜日、祝日は確定申告会場を開設しません。（小牧市公民館のみ２月２２日及び３月１日の日曜日

　に限り、確定申告等の相談・申告書の受け付けを行います。）�

※犬山市南部公民館では、税理士による無料税務相談所を開設しています。�

※所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告と納税の期限は３月１６日贐、個人事業者の消費税及び地方消

　費税の申告と納税の期限は、３月３１日齎です。�

　平成２５年分から平成４９年分までの各年分については、復興特別所得税を所得税と併せて申告・納付す

ることとされていますので、記載漏れにご注意ください。�

【復興特別所得税の記載漏れにご注意を】�

　平成２６年１月から、個人の白色申告の人で事業所得、不動産所得または山林所得を生ずべき業務を行う

全ての人について、記帳と帳簿書類の保存が必要となりました。�

　なお、この記帳と帳簿書類の保存制度につきましては、所得税の申告が必要ない人も対象となります。�

　詳細は、国税庁ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｎｔａ.ｇｏ.ｊｐ/）か、問合せ先で確認してください。�

▼問合せ先　小牧税務署（蕁７２・２１１１）�
※電話は自動音声で案内していますので、案内に従って操作してください。�

【記帳・帳簿等の保存制度について】�

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して確定申告書を作成できます。なお、作成

した確定申告書をプリンタで印刷して、郵送などで提出できます（添付書類をお忘れなく）。また、作成し

たデータをｅ－Ｔａｘで送信できます。�

 税務署へ提出する各種届出書や様式は、国税庁ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｎｔａ.ｇｏ.ｊｐ/）からダウンロ

ードできます。�

　自宅やオフィスからインターネットを利用して、所得税、消費税及び地方消費税、�

贈与税などの申告ができます。�

　なお、ｅ－Ｔａｘを利用するにあたり、事前に税務署へ開始届出書を提出してください（オンラインで提出

することもできます）。また、電子証明書とＩＣカードリーダライタが必要ですので、準備してください。�

　詳細は、ｅ－Ｔａｘホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｅ-ｔａｘ.ｎｔａ.ｇｏ.ｊｐ/）を見てください。�

～自宅のパソコンで確定申告書を作成できます～�

【ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）を利用してください】�

【確定申告に必要な書類など（給与所得者の場合）】�

医療費控除�

確定申告の内容� 必　要　と　な　る　書　類　な　ど�

①勤務先から交付された源泉徴収票（原本）�
②支払った医療費の領収書�
③保険などで補てんされた金額（健康保険の給付金、保険会社の保険金、子ども医
　療費助成金など）の分かるもの�
④印鑑、筆記用具、計算用具�
⑤振込先の分かるもの（本人名義）�
※介護保険施設等へ支払った施設サービス費や介護サービス事業者へ支払った居宅
　サービス費、おむつ代などで、必要な要件を満たしているものも控除対象となり
　ます。�

住宅借入金�
等特別控除�

①勤務先から交付された源泉徴収票（原本）�
②住民票の写し�
③家屋の登記事項証明書�
④住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書�
⑤請負契約書、売買契約書などの写し�
⑥印鑑、筆記用具、計算用具�
⑦振込先の分かるもの（本人名義）�
※住宅の敷地を取得した場合や中古住宅を取得した場合、もしくは一定の増改築工
　事をした場合にはこれらのほかに必要な書類があります。�

２月１３日贔～３月１６日贐�
小牧市公民館�
（地図は次号に掲載）�

午前９時～午後５時�
※申告書の作成には時間を要しますので、午後４時ま�
　でにお越しいただくようお願いします。�
※なお、会場の混雑状況により相談案内を早めに終了�
　する場合があります。�

２月１６日贐～２月２７日贔�犬山市南部公民館�
午前９時～午後４時�
※正午～午後１時は休憩時間となります。�

開　設　期　間� 開　設　場　所� 開　設　時　間�

【確定申告期間と会場】�

所得税及び復興特別所得税の確定申告�所得税及び復興特別所得税の確定申告�

　個人に係る復興特別所得税額の計算方法は以下のとおりです。�

【算式】　復興特別所得税額 ＝ 所得税額 × ２.１％�

寄附金控除�

①勤務先から交付された源泉徴収票（原本）�
②寄附金受領証明書・寄附金領収書など（本人名義）�
③印鑑、筆記用具、計算用具�
④振込先の分かるもの（本人名義）�

年末調整を�
受けていな�
い人�

①勤務先から交付された源泉徴収票（原本）�
②生命保険料控除証明書、社会保険料等の額を証明する書類など、所得控除に必要
　な書類�
③印鑑、筆記用具、計算用具�
④振込先の分かるもの（本人名義）�

※上記以外の書類が必要となる場合があります。�

　詳細は、国税庁ホームページ（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｎｔａ.ｇｏ.ｊｐ/）か、問合せ先で確認してください。�

▼問合せ先　小牧税務署（蕁７２・２１１１）�
※電話は自動音声で案内していますので、案内に従って操作してください。�
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１
月
２６
日
は
、
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。�

　
文
化
財
防
火
デ
ー
の
制
定
は
、

昭
和
２４
年
１
月
２６
日
に
、
現
存
す

る
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法

隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂

が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。�

　
市
で
も
、
今
年
は
１
月
２６
日
贐

に
犬
山
城
で
、
１
月
２９
日
賍
に
博

物
館
明
治
村
で
、
消
防
訓
練
を
行

い
ま
す
。�

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
を
機
会

に
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
、
震

災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
っ
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

ま
し
ょ
う
。�

▼
問
合
せ
先
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り

課
（
蕁
４４
・
０
３
５
４
）�

��

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

家
族
介
護
者
が
集
ま
り
、
医
療
や

介
護
・
生
活
に
関
す
る
交
流
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
心
配
な
こ
と

や
普
段
の
工
夫
な
ど
を
話
し
た
い

人
、
家
族
が
認
知
症
か
も
し
れ
な

い
と
心
配
な
人
、
申
し
込
み
不
要

で
す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
２
月
の
テ
ー
マ
は
介
護
方
法
に

つ
い
て
（
そ
の
他
の
内
容
で
も
交

流
し
ま
す
）
で
す
。�

▼
と
き
　
２
月
３
日
齎
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分
　
▼
と
こ
ろ

市
役
所
２
階
　
２
０
５
会
議
室
　

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
認
知
症
の

人
を
介
護
し
て
い
る
人
　
▼
参
加

料
　
無
料
　
▼
定
員
　
３０
人
　�

▼
問
合
せ
先
　
長
寿
社
会
課
高
齢

者
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー�

（
蕁
４４
・
０
３
２
５
）�

�

���

　
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
市
の

委
託
事
業
と
し
て
、
平
成
２７
年
度

に
小
・
中
学
校
へ
入
進
学
予
定
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
に
入
進
学

激
励
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
３
月
１
日
贍
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ

２
階
多
目
的
研
修
室
　
▼
内
容

激
励
会
と
交
流
会
　
▼
対
象
　
平

成
２７
年
４
月
に
市
内
の
小
・
中
学

校
へ
入
進
学
予
定
の
ひ
と
り
親
家

庭
（
父
母
の
い
な
い
児
童
も
含

む
）
の
児
童
（
記
念
品
は
図
書
カ

ー
ド
な
ど
を
予
定
）
　
▼
申
込
み

１
月
１５
日
賍
〜
２
月
２
日
贐
ま
で

に
子
ど
も
未
来
課
窓
口
へ�

※
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
希
望

者
は
年
会
費
５
０
０
円
を
添
え
て

子
ど
も
未
来
課
へ
。�

【
卒
業
記
念
品
を
贈
呈
】�

　
平
成
２７
年
３
月
に
中
学
校
を
卒

業
予
定
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
徒

に
も
卒
業
記
念
品
を
贈
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
人
は
子
ど
も
未
来

課
へ
（
中
学
卒
業
生
徒
は
激
励
会

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
）
。�

▼
問
合
せ
先
　
子
ど
も
未
来
課
育

成
担
当
（
蕁
４４
・
０
３
２
３
）�

������

　
楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、

と
も
に
働
く
管
理
人
さ
ん
を
求
め

て
い
ま
す
。
楽
田
が
好
き
な
人
、

人
と
の
関
わ
り
が
好
き
な
人
、
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間
　
１
月
３１
日
贖
ま
で�

▼
業
務
内
容
　
施
設
受
付
、
管
理

▼
勤
務
開
始
　
４
月
か
ら
予
定
　

▼
勤
務
時
間
　
１
日
５
時
間
程
度

（
詳
細
は
面
談
に
て
）
　
▼
賃
金

①
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
１０
時
＝

時
給
８
０
０
円
（
贖
贍
８
２
０

円
）
　
②
午
後
１０
時
〜
＝
時
給
１
，

１
４
０
円
　
▼
募
集
人
数
　
若
干

名
　
▼
面
談
　
問
合
せ
後
随
時
　

▼
問
合
せ
先
　
楽
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
森
岡
（
蕁
０８０
・
１
５
５
２
・
１

２
３
４
）�

���������

　
暮
ら
し
や
す
い
犬
山
に
す
る
た

め
の
一
端
と
し
て
、
男
女
共
同
参

画
社
会
を
目
指
す
「
犬
山
市
男
女

共
同
参
画
１０
年
プ
ラ
ン
」
が
平
成

１８
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
２７
年
度
に
計
画
期
間
の
終

了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
第
二
次

犬
山
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

定
の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。
市

民
会
議
で
は
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
策

定
の
ほ
か
、
犬
山
市
の
男
女
共
同

参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
講
演

会
・
研
修
会
・
映
画
祭
等
で
の
啓

発
、
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
理
解
と
熱
意
の

あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！�

▼
応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
で
１８
歳
以
上
の
人�

▼
募
集
人
員
　
若
干
名
　
▼
任
期

２
年
　
▼
申
込
み
　
３
月
３１
日
齎

ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
地
域
活
動
推

進
課
（
犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー

フ
ロ
イ
デ
内
蕁
４４
・
０
３
４
７
）

に
提
出�

※
応
募
用
紙
は
犬
山
国
際
観
光
セ

ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
と
市
役
所
受
付

に
あ
り
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。�

�����

　
県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く

様
々
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費

者
行
政
の
推
進
に
協
力
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。�

▼
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
　
①
日

常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る

商
品
、
不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
、

生
活
必
需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の

観
察
・
通
報
　
②
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
回
答
（
年
１
回
程
度
）
　
③
生

活
必
需
品
な
ど
の
需
給
・
価
格
調

査
（
県
が
特
に
必
要
と
し
た
場

合
）
　
④
消
費
者
行
政
に
関
す
る

意
見
・
要
望
の
提
出
　
⑤
地
域
・

周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関
す

る
情
報
の
提
供
　
⑥
研
修
会
（
年

１
回
の
予
定
）
へ
の
出
席
（
交
通

費
は
自
己
負
担
）
　
▼
応
募
条
件

県
内
在
住
の
満
２０
歳
以
上
の
人

（
公
務
員
、
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
者
は
除
く
）
　
▼
任
期
　
依

頼
し
た
日
か
ら
平
成
２８
年
３
月
３１

日
ま
で
　
▼
謝
礼
　
年
額
３
，
０

０
０
円
以
内
（
予
定
）
　
▼
申
込

み
　
２
月
１８
日
贓
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
商
工
企
業
振
興
課
に
あ
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
愛
知
県
県
民
生
活
課

（
蕁
０５２
・
９５４
・
６
１
６
３
）
へ�

※
応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
ま
す
。�

（http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

kenm
in/shohiseikatsu/bou

t/m
onitor.htm

l

）�

■
認
知
症
家
族
交
流
会�

■
ひ
と
り
親
家
庭
の�

　
入
進
学
児
童
激
励
会�

　
田
中
志
典
市
長
の
退
任
式
が
１２
月
１６
日

に
行
わ
れ
、
８
年
間
の
市
政
運
営
に
「
無

事
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
皆
さ
ん
の
お

陰
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

花
束
を
贈
ら
れ
、
退
庁
し
ま
し
た
。�

��

　
一
方
、
翌
１７
日
、
山
田
拓
郎
・
新
市
長

が
初
登
庁
。
職
員
を
前
に
「
市
、
議
会
、

市
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
」
と
初
訓
示
、
山
田
・
新
市

政
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。�

■
楽
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン�

　
タ
ー
管
理
人
募
集�

犬山市男女共同犬山市男女共同�
参画市民会議参画市民会議�
犬山市男女共同�
参画市民会議�

メンバー募集！�

■
県
消
費
生
活�

　
モ
ニ
タ
ー
の
募
集�

採用種目�防衛大学校（後期日程）

採用期日�平成２７年４月上旬

試験期日�第１次試験　２月２８日贖　　第２次試験　３月１３日贔�

受付期間�１月２１日贓～３０日贔（締切日必着）

申込み�
問合せ先�

自衛隊愛知地方協力本部小牧地域事務所
（蕁０５６８・７３・２１９０）
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍｏｄ.ｇｏ.ｊｐ/ｐｃｏ/ａｉｃｈｉ/

応募資格�平成２７年４月１日現在、１８歳以上２１歳未満（平成６年４月２日から平成９年４月１日までに出生した者）

自 衛 官 等 採 用 案 内 �

臨時的任用職員募集�

勤務募集� 地域活動推進課 学校教育課

選考方法� 書類選考の上、面接

雇用期間� ２月２１日～３月３１日 ３月４日～３１日

賃金日給� ７,１２０円
募集人数� 各１人

業務内容� 一般事務 学校教育に関する事務や
窓口対応、その他庶務業務

応募資格� パソコン操作経験者 パソコン操作経験者、普通
運転免許取得者

勤務日数�
・時間� 月２１日勤務　午前８時３０分～午後５時１５分

申 込 み�

１月１５日賍～３０日贔までに市所定の履歴書１通
（写真貼付）を総務課職員担当（蕁４４・０３０２）へ
※郵送の場合は、受付期間最終日の前日【１月２９日賍】
　の消印有効とし、返信先住所氏名を記入した返信用
　封筒（８２円切手添付）を必ず同封。
※面接選考は２月６日贔午前に予定しています。

社会保険�
・雇用保険� 加入

職　　種� 事務職 事務職

�

　
円
滑
な
援
助
活
動
を
す
る
た
め

に
、
会
員
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
事
業
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
次
の
よ
う
に
交
流
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。�

★
会
員
さ
ん
の
体
験
談
発
表�

　
実
際
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
「
依

頼
会
員
」
の
人
や
、
援
助
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
「
援
助
会
員
」

の
人
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。�

★
「
ラ
ブ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

　
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト�

　
楽
し
い
曲
を
聞
い
た
り
、
お
な

じ
み
の
曲
を
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

手
拍
子
し
た
り
…
楽
し
い
時
間
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
と
き
　
２
月
２１
日
贖
午
前
１０
時

〜
１１
時
３０
分
（
９
時
４５
分
受
付
開

始
）
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民
健
康
館

さ
ら
・
さ
く
ら
　
交
流
ホ
ー
ル
　

▼
申
込
み
　
１
月
１５
日
賍
か
ら
市

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
蕁
６３
・
３
８
１
８
）
へ�

■
１
月
２６
日
は�

　
文
化
財
防
火
デ
ー�

よろしく� お疲れさま�新
旧
両
市
長
が
交
代�
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わ
く
わ
く
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
子
ど

も
た
ち
の
瞳
に
出
会
い
た
く
て

「
マ
マ
と
１
．
２
．
３
歳
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
わ
く
わ
く
っ
こ
」
を
開
催

し
ま
す
。
季
節
の
本
を
歌
に
あ
わ

せ
て
読
ん
だ
り
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
歌
を
う
た
っ
た
り
し
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。�

▼
と
き
　
１
月
２９
日
賍
、
２
月
１９

日
賍
、
３
月
２５
日
贓
午
前
１０
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分
（
１０
時
１５
分
受
付

開
始
）
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民
健
康

館
さ
ら
・
さ
く
ら
　
交
流
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
歌
、
ダ
ン
ス
、
お
話
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
　
▼
講
師
　
二
橋

博
代
、
加
藤
咲
子
、
二
宮
多
恵
子

▼
対
象
　
概
ね
１
歳
６
か
月
〜
３

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
▼
参

加
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先
　
市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
つ
ど
い

の
広
場
（
蕁
６３
・
３
８
１
７
）�

　岐阜県美術館の名物館長である古川秀昭氏があなたを美の世界へご案内します。大好評だった熊谷守一展
に引き続き、今回は名古屋ボストン美術館で開催の華麗なるジャポニスム展鑑賞のお誘いです。�
　１９世紀後半から２０世紀初頭にかけて、西洋では浮世絵をはじめとする日本美術が大流行し生まれたジャ
ポニスムという現象。西洋の芸術家たちが日本の浮世絵や工芸と出会い、何を学び取り入れ、新たな美を創
造したのか…。名物館長の解説とともに西洋に影響を与えた日本の美を再発見しませんか。�
▼と　き　２月２４日齎　午前９時～午後４時�
▼ところ　名古屋ボストン美術館�
▼集合場所　犬山国際観光センターフロイデ１階ロビー　午前８時５０分集合（時間厳守）�
▼講　師　古川秀昭氏（岐阜県美術館　館長）�
▼内　容　講義 → 鑑賞 → 昼食（各自）→ 鑑賞（タイムスケジュールは当日お知らせします）�
▼定　員　先着２５人�
▼参加料　１,２００円（協会会員１,０００円）鑑賞代・交通費含む　※昼食代は各自別途必要となります。�
▼申込み　１月１９日贐～２月２日贐までに犬山国際交流協会事務局（蕁６１・１０００）へ�
　　　　　（贖贍を除く午前９時～午後５時）�
　　　　　※申し込み開始日（１月１９日贐）は来館での申込みが優先となります。�

　市では、地域産業の振興と新たな自主財源の確保のため、広報いぬやまに掲載する広告を募集します。�
▼掲載位置�
　「いぬやまホッと伝言板」ページの最下段�
▼規格（広告の大きさ）�
　１枠：縦４５ｍｍ×横８５ｍｍ（ただし、２枠合併枠の掲載可）�
　２枠合併枠：縦４５ｍｍ×横１７３ｍｍ�
▼掲載料�
　１号１枠：１５,０００円、１号２枠合併枠：３０,０００円�
　（消費税及び地方消費税含む）�
▼掲載できない広告�
　政治活動・宗教活動・社会問題についての主義主張・�
　公序良俗に反するものなど犬山市広告掲載事業実施要綱第３条に該当するものは掲載しない。�
▼募集枠数　１号あたり１０枠　▼作成部数　２７,４００部�
▼募集枠の優先順位　募集枠の優先順位としては、一括申込み、２枠合併枠申込み、１枠申込みの順位で決
　定し、掲載します。広告掲載が適当と認められる者が募集数を上回った時は、抽選により決定します。�
▼広告募集日程等�

▼申込み�
　「広報いぬやま広告掲載申込書」に必要事項を記入のうえ、広告案などを添付して、秘書企画課窓口　　
　（蕁４４・０３１１）へ�
　※申込書は、市ホームページからダウンロードまたは、秘書企画課で配布。�
　※その他詳細は、市ホームページを見てください。�

「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�「広報いぬやま」に広告を載せてみませんか？�

広告�
掲載号�

４月１５日号�

５月１日号�

５月１５日号�

６月１日号�

６月１５日号�

７月１日号�

１月２９日賍�

１月２９日賍�

２月２６日賍�

２月２６日賍�

３月２６日賍�

３月２６日賍�

３月６日贔�

３月２０日贔�

４月１日贓�

４月１７日贔�

５月７日賍�

５月２２日贔�

３月１３日贔�

３月２７日贔�

４月８日贓�

４月２４日贔�

５月１４日賍�

５月２９日贔�

１月２９日賍�３月６日贔�３月１３日贔�

広告掲載�
申込期限�

広告完成原稿�
広告データ�
提出期限�

広告掲載料�
納入期限�

一
括
申
込
み�

申
込
方
法�

随
時
申
込
み�

白黒（2枠合併枠）�
30,000円�

白黒（1枠）�
15,000円�

白黒（1枠）�
15,000円�

イメージ図�

平成２７年�
４月１５日号�

�
７月１日号�

～
�

広告�
掲載号�

７月１５日号�

８月１日号�

８月１５日号�

９月１日号�

９月１５日号�

１０月１日号�

５月１日贔�

５月１日贔�

５月２８日賍�

５月２８日賍�

６月２５日賍�

６月２５日賍�

６月５日贔�

６月２３日齎�

７月７日齎�

７月２３日賍�

７月３１日贔�

８月１９日贓�

６月１２日贔�

６月３０日齎�

７月１４日齎�

７月３０日賍�

８月７日贔�

８月２６日贓�

５月１日贔�６月５日贔�６月１２日贔�

広告掲載�
申込期限�

広告完成原稿�
広告データ�
提出期限�

広告掲載料�
納入期限�

平成２７年�
７月１５日号�

�
平成２８年�
１０月１日号�

～
�

■
子
育
て
講
座�

「
マ
マ
と
１
・
２
・
３
歳�

　
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ�

　
わ
く
わ
く
っ
こ
」�

平成２６年度 手話講座�
～手話をはじめてみませんか？～�

コース

Ａ
２/６贔
２/１３贔�

１９：００～２１：００
福祉会館
３階３０３会議室

Ｂ
２/７贖
２/１４贖�

１３：３０～１５：３０
楽田ふれあいセンター
２階講義室

Ｃ ２/１１贇�１０：００～１５：００
犬山国際観光センター
フロイデ２階研修室１

と　　き と　こ　ろ

　はじめて手話をする人向けの講
座です。楽しく手話を学びます。
あいさつや名前を覚えましょう。�
▼とき・ところ　下表のとおり�
▼定　員　各コース１５人�
▼受講料　無料�
▼申込み　各コース開催の１週間
　　　　　前までに市社会福祉協
　　　　　議会（蕁６２・２５０８）へ�

「名物館長と味わう美術館の魅力」講座　第二弾�

ボストン美術館 華麗なるジャポニスム展 －印象派を魅了した日本の美－�

１
日
２
０
０
円
で
　
乗
り
放
題
で
す�

▼
問
合
せ
先
　
防
災
安
全
課�

　
　
　
　
　
　
蕁
４４
・
０
３
４
６�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　
バ
ス
を
利
用
　
し
ま
し
ょ
う�
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広報いぬやま　Ｈ２７・1・１５号 広報いぬやま　Ｈ２７・１・１５号

☆悪徳商法・詐欺に気をつけましょう！　『知らない人の「話し相手にならない」「話にのらない」
　「留守番電話設定にしておく」』　不審な電話や訪問があったときは、家族や近所の人に相談しましょう。

名　　　　　　　　　称 場　　　　　　所 電話番号

犬山北地区（丸山地区を除く） 犬山北地区サブセンター 犬山市社会福祉協議会内 ６３・０５０６

高齢者あんしん相談センター（地域包括支援センター） 犬山市役所長寿社会課 ４４・０３２５

犬山南地区 犬山南地区サブセンター 犬山市休日急病診療所併設 ６２・２２７０

城東地区（丸山地区を含む） 城東地区サブセンター 特別養護老人ホーム ぬく森内 ６５・２１００

羽黒・池野地区 羽黒・池野地区サブセンター 老人保健施設フローレンス犬山内 ６８・１６３５

楽田地区 楽田地区サブセンター 特別養護老人ホーム犬山 白寿苑内 ６７・６６８４

��
　
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
自
分

の
手
で
作
り
た
い
と
家
庭
菜
園
を

始
め
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
い
う
人

に
も
無
農
薬
、
有
機
栽
培
を
基
礎

か
ら
し
っ
か
り
学
べ
ま
す
。�

　
ま
ず
は
、
初
回
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
！�

▼
と
き
　
１
月
１７
日
贖
・
１８
日
贍

〜
６
月
２７
日
贖
・
２８
日
贍
（
土
曜

日
ク
ラ
ス
・
日
曜
日
ク
ラ
ス
）�

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分�

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
分
庁
舎
１
階

多
目
的
研
修
室
　
▼
内
容
　
座
学

と
一
部
実
習
　
▼
定
員
　
各
２０
人

▼
受
講
料
　
６
，
０
０
０
円
（
月

額
１
，
０
０
０
×
６
、
資
料
代
含

む
）
　
▼
申
込
み
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

犬
山
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
（
蕁
６２
・

２
６
６
６
、
蕁
０９０
・
１
２
３
１
・

３
４
５
５
）
へ�

������

　
ラ
イ
ン
大
橋
（
車
道
）
及
び
管

理
橋
（
歩
道
）
の
定
期
点
検
の
実

施
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
交
通
規

制
を
実
施
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

し
ま
す
。�

▼
規
制
内
容
　
１
月
２６
日
贐
〜
２

月
３
日
齎
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

○
ラ
イ
ン
大
橋
（
車
道
）
＝
片
側

交
互
通
行
（
一
部
区
間
）�

○
管
理
橋
（
歩
道
）
＝
全
面
通
行

止�▼
問
合
せ
先
　
ラ
イ
ン
大
橋
管
理

組
合
事
務
局
　
犬
山
市
道
路
維
持

課
（
蕁
４４
・
０
３
３
４
）�

���

　
所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
民

税
・
県
民
税
申
告
時
に
納
税
者
本

人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
害
者
の

場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て

一
定
の
金
額
を
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
要
介

護
認
定
（
要
介
護
１
〜
５
）
を
受

け
て
い
る
６５
歳
以
上
の
人
の
う
ち
、

一
定
の
要
件
に
該
当
し
市
長
が
障

害
者
控
除
の
対
象
と
認
め
る
人
は
、

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
平
成
２６
年
分
よ
り
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」
の
申
請
手
続

き
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

対
象
者
に
は
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
１
月
下
旬
に
送
付

す
る
予
定
で
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
長
寿
社
会
課
介
護

保
険
担
当
（
蕁
４４
・
０
３
２
６
）�

���

○
国
民
健
康
保
険
税�

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

○
介
護
保
険
料�

の
納
付
確
認
票
を
１
枚
の
は
が
き

で
１
月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。
平
成
２６
年
中
に
納
付
し
た
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
す
る
際
、
社
会
保
険
料

控
除
額
の
確
認
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。�

　
な
お
、
納
付
確
認
票
に
記
載
さ

れ
る
金
額
は
、
納
付
金
額
の
う
ち

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
）
に
よ
る
納
付
分
の
み
と
な
り

ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
で
納
付
さ
れ
た
分
に
つ
い
て

は
、
納
付
確
認
票
で
は
な
く
、
別

途
年
金
保
険
者
か
ら
１
月
に
発
送

さ
れ
る
「
源
泉
徴
収
票
」
で
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
源
泉
徴
収
票
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
先
　
【
国
民
健
康
保
険

税
】
保
険
年
金
課
　
国
民
健
康
保

険
担
当
（
蕁
４４
・
０
３
２
７
）
、

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】
保

険
年
金
課
　
医
療
担
当
（
蕁
４４
・

０
３
２
８
）
、
【
介
護
保
険
料
】

長
寿
社
会
課
　
介
護
保
険
担
当

（
蕁
４４
・
０
３
２
６
）�

�������������

　
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
地
域

全
体
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
商
業
振
興
に
資
す
る
た
め
、

県
と
協
働
で
「
子
育
て
家
庭
優
待

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
事
業
は
、
満
１８
歳
に
達
し

て
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
（
妊
娠
中
の
人

も
含
む
）
が
、
東
海
３
県
の
協
賛

店
舗
や
施
設
で
カ
ー
ド
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
割
引
サ
ー
ビ
ス

や
特
典
等
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で

す
。
カ
ー
ド
は
子
ど
も
１
人
に
つ

き
１
枚
で
す
。
カ
ー
ド
を
破
損
ま

た
は
紛
失
し
た
場
合
は
、
下
記
カ

ー
ド
配
布
場
所
に
て
再
発
行
し
ま

す
。�

　
な
お
、
市
で
は
こ
の
事
業
に
協

賛
い
た
だ
け
る
店
舗
や
施
設
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
協
賛
店
は
「
は

ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
、

子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
あ
た
た

か
い
店
舗
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
で

き
、
市
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。�

　
詳
し
い
事
業
内
容
及
び
協
賛
店

舗
に
つ
い
て
は
、
市
ま
た
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。�

▼
『
は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
』
配
布
場

所�○
子
ど
も
未
来
課�

○
市
内
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ

ー�○
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）�

▼
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
　
満
１８
歳

に
達
し
て
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で�

▼
協
賛
申
込
み
・
問
合
せ
先�

子
ど
も
未
来
課
　
育
成
担
当�

（
蕁
４４
・
０
３
２
３
）�

　成年後見制度を利用して、高齢者や障害を持つ人の権利を守りましょう。成年後見制度とは、認知症や
知的障害、精神障害などにより、判断能力の不十分な人に対して、家庭裁判所が定めた代理人が、財産管
理や施設入所、介護・障害サービスの契約締結や解除などを行い、本人の利益を守る制度です。�
　高齢者あんしん相談センターでは、制度を円滑に利用できるように支援を行っていますので、制度に関
する質問等がありましたら、長寿社会課に連絡してください。�
　犬山市安心情報メールでは、「高齢者見守り情報」として認知症等による行方不明高齢者情報を配信し
ていますので、高齢者を見守る地域づくりにご協力ください。�
【犬山市安心情報メール登録方法】�
　ｔ-ｉｎｕｙａｍａ-ａｎｓｈｉｎ@ｓｇ-ｍ.ｊｐに空メールを送り、案内に従って登録してください。�
▼問合せ先�

■
確
定
申
告
の
た
め
の�

　
納
付
確
認
票
を
送
付�

　
昨
秋
、
販
売
さ
れ
た
２
０
１
４

わ
ん
丸
君
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
第

２
回
分
の
使
用
期
限
が
、
平
成
２７

年
１
月
３１
日
ま
で
と
残
す
と
こ
ろ

２
週
間
と
な
り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
市
内
３
１
８
の
店
舗
で

使
用
で
き
ま
す
が
、
平
成
２７
年
１

月
３１
日
の
使
用
期
限
の
過
ぎ
た
商

品
券
は
、
無
効
に
な
り
使
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な

い
よ
う
に
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ

さ
い
。�

　
な
お
、
２
０
１
４
わ
ん
丸
君
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
詳
細
に
つ
い
て

は
、
犬
山
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。�

��

▼
問
合
せ
先
　
犬
山
商
工
会
議
所

経
営
支
援
課
（
蕁
６２
・
５
２
３

３
）�

子育て家庭優待事業�

～『はぐみんカード』で�
　子育てにあたたかいたたかい�
　　　　社会づ　　　　社会づくり～�

～『はぐみんカード』で�
　子育てにあたたかい�
　　　　社会づくり～�

■
２
０
１
４
わ
ん
丸
君
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券�

　
第
２
回
分
の
使
用
期
限
は
、�

h
ttp
://w

w
w
.in
u
yam

a-cci.�
o
r.jp
/

１
月
３１
日
ま
で
で
す
！

日
ま
で
で
す
！�

１
月
３１
日
ま
で
で
す
！�

市　県　民　税　4期�
国民健康保険税　8期�

納税は、金融機関、コンビニ及び市役所・出張所�
でお願いします。�

口座振替の場合は納期限が振替日となりますので、�
前日までに用意してください。�

▼問合せ先　収納課（蕁４４・０３１６）�

納付期限は　2月2日贐�

◎市税などの納付は口座振替で◎�

■
市
民
農
業
講
座�

犬山市高齢者犬山市高齢者あんしん相談ん相談センターからのお知お知らせ�犬山市高齢者犬山市高齢者あんしん相談ん相談センターからのお知お知らせ�犬山市高齢者あんしん相談センターからのお知らせ�

■
ラ
イ
ン
大
橋
・
管
理�

　
橋
の
交
通
規
制�

■
要
介
護
認
定
者
の�

　
障
害
者
控
除�
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広報いぬやま　Ｈ２７・1・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・１・１５号�

と　　き�相　　談� 内　　容� 対象� 担　　　　当�

１３：３０～１４：３０�
１３：３０～１４：３０�

３日齎�
１８日贓�

①いきいき�
　健康相談�

心と体に関する相談�
や家族の健康に関す�
る相談など�

保健師・看護師�

１３：３０～１４：３０�３日齎�
�

②歯科衛生士�
　による�
　相談�

歯科衛生士による�
歯科相談� 歯科衛生士�

１３：３０～１４：３０�１８日贓�
⑤栄養士�
　による�
　栄養相談�

栄養に関する相談� 管理栄養士�

１３：３０～１５：００�１８日贓�
⑥おくすり�
　なんでも�
　相談�

薬に関する相談� ごとう薬局　薬剤師�
後藤三吉�

１０：００～１５：００�１４日贖�④アルコール�
　相談�

飲酒に関する悩み�
相談� 断酒会会員�

１３：３０～１５：３０�１２日賍�
③こころの�
　悩み相談�
　（要予約）�

こころに関する悩み�
相談�

くりきメンタルクリ�
ニック医師�
栗木隆司�

問合せ先　市民健康館さら・さくら�

ど
　
　
な
　
　
た
　
　
で
　
　
も�

市民健康館さら・さくら 各種相談ガイド� 2月
�

���������

���

　
『
８
０
２
０
運
動
（
８０
歳
ま
で

に
２０
本
の
歯
を
残
そ
う
）
』
と
い

う
こ
と
ば
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
人

の
歯
（
永
久
歯
）
は
何
本
あ
る
も

の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。�

　
歯
に
は
、
大
き
く
分
け
る
と
前

歯
と
奥
歯
が
あ
り
、
前
歯
に
は
切

歯
と
犬
歯
、
奥
歯
に
は
小
臼
歯
と

大
臼
歯
が
あ
り
ま
す
。�

　
一
般
的
に
上
下
左
右
の
歯
の
数

は
同
じ
で
、
一
番
前
に
あ
る
切
歯

が
４
本
、
そ
の
後
ろ
に
大
き
め
の

犬
歯
が
１
本
ず
つ
、
さ
ら
に
そ
の

後
ろ
に
２
本
ず
つ
小
臼
歯
が
あ
り
、

最
後
に
大
臼
歯
が
２
本
ず
つ
並
ん

で
い
ま
す
。
上
下
に
同
数
あ
る
の

で
合
計
は
２８
本
と
な
り
ま
す
。
ち

な
み
に
親
知
ら
ず
が
上
下
左
右
に

全
部
は
え
て
い
る
場
合
は
３２
本
に

な
り
ま
す
。�

　
歯
の
形
や
数
は
、
食
べ
も
の
と

深
い
関
係
が
あ
り
、
前
歯
は
咬
み

切
る
こ
と
、
奥
歯
は
咬
み
砕
き
、

す
り
潰
す
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
動
物
に
よ
っ
て

歯
の
形
や
数
が
違
っ
た
り
し
ま
す
。�

　
今
回
は
歯
の
数
に
つ
い
て
で
し

た
が
、
次
回
は
歯
の
数
、
形
に
つ

い
て
お
話
し�

し
た
い
と
思�

い
ま
す
。�

�������������

　
「
無
料
で
排
水
管
の
点
検
を
す

る
」
と
業
者
が
訪
ね
て
き
た
。
無

料
な
ら
、
と
思
い
見
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
「
工
事
が
必
要
」
と
、
排

水
管
の
一
部
が
割
れ
て
い
る
写
真

を
見
せ
ら
れ
た
た
め
、
工
事
契
約

を
結
ん
だ
。
工
事
開
始
後
、
「
水

漏
れ
し
て
い
て
隣
の
家
ま
で
水
が

行
っ
て
い
る
。
先
に
別
の
工
事
を

し
な
い
と
大
変
だ
」
と
言
わ
れ
工

事
費
が
高
額
に
な
っ
た
の
で
迷
っ

て
い
る
と
「
特
別
に
２０
万
円
値
引

き
す
る
」
と
示
さ
れ
隣
の
家
に
迷

惑
が
か
か
る
の
は
困
る
と
思
い
、

契
約
し
て
し
ま
っ
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
（
６０
代
男
性
）�

�

ア
ド
バ
イ
ス
　�

　
「
無
料
で
点
検
」
な
ど
と
言
っ

て
訪
問
し
、
点
検
後
に
消
費
者
の

不
安
を
あ
お
り
、
工
事
な
ど
の
契

約
を
結
ば
せ
る
手
口
で
す
。
一
度

契
約
す
る
と
次
々
と
別
の
契
約
を

迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

安
易
に
業
者
を
家
に
入
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な
ど

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
契
約

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
家
族
や
周

囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必

要
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
困
っ
た
ら
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談
は

こ
ち
ら
へ�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
市
消

費
生
活
相
談
…
毎
週
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
〜
５
時
（
市
役
所
１
階

相
談
室
　
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

※
祝
日
は
休
み�

○
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
県
消

費
生
活
相
談
…
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
３０
分
（
尾
張
県

民
生
活
プ
ラ
ザ
　
蕁
０
５
８
６
・

７１
・
０
９
９
９
）
※
祝
日
は
休
み�

○
弁
護
士
に
よ
る
消
費
生
活
法
律

相
談
…
毎
月
第
４
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
（
市
役
所
１
階
相
談
室

要
予
約
…
商
工
企
業
振
興
課
　
蕁

４４
・
０
３
４
０
）�

※
消
費
者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
消
費
者
の
皆
さ
ん
へ
注
意
喚
起

等
の
情
報
が
あ
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
こ
ち
ら
へ
。

（http://w
w
w
.caa.go.jp/

）�
����

　
住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死

亡
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
対
象

と
な
る
家
庭
に
消
防
職
員
が
訪
問

し
、
自
宅
の
火
気
の
取
扱
い
方
法

の
確
認
や
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
相
談
な
ど
の
防
火
に
関
す

る
お
話
を
し
ま
す
。�

　
な
お
、
訪
問
す
る
家
庭
に
は
、

消
防
本
部
よ
り
事
前
に
手
紙
で
連

絡
を
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
す
る

消
防
職
員
は
、
身
分
証
を
提
示
し

ま
す
。�

▼
実
施
期
間
　
２
月
上
旬
〜
３
月

上
旬
　
▼
対
象
家
庭
　
平
成
２６
年

１
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
ま
で
の
間

に
、
満
８８
歳
に
な
っ
た
人
が
い
る

家
庭
　
▼
問
合
せ
先
　
消
防
本
部

予
防
防
災
課
（
蕁
６５
・
３
１
２

３
）�

���

　
市
で
は
、
「
第
４
期
犬
山
市
障

害
福
祉
計
画
（
案
）
」
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。�

▼
募
集
期
間
　
１
月
１６
日
贔
〜
２

月
１６
日
贐
　
▼
公
開
場
所
　
福
祉

課
、
各
出
張
所
で
閲
覧
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
　
▼
意
見
提
出

先
　
期
間
中
に
住
所
、
氏
名
と
意

見
を
記
入
し
直
接
提
出
す
る
か
、   

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
（�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
４４
・
０
３
６
４
）
で
福
祉

課
（
蕁
４４
・
０
３
２
１
）
へ�

　
毎
月
、
無
料
・
予
約
不
要
で
、

市
内
の
医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き

る
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
・
医
師
　
１
月
２１
日
贓
＝

犬
山
駅
西
病
院
医
師
　
岡
田
富
夫
、�

１
月
２８
日
贓
＝
た
く
や
整
形
外
科

医
師
　
西
川
卓
也
　
▼
時
間
　
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ

市
民
健
康
館
　
▼
定
員
　
な
し

（
当
日
先
着
順
）
　
▼
問
合
せ
先

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら�

��

　
市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

師
が
市
役
所
で
月
１
回
、
血
圧
測

定
と
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す
！

喫
煙
者
向
け
に
呼
気
一
酸
化
炭
素

濃
度
測
定
も
実
施
し
ま
す
。�

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体
内
に

取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か
り
ま

す
。�

▼
と
き
　
１
月
２６
日
贐
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
　
▼
定
員
　
な
し

（
予
約
不
要
）
　
▼
問
合
せ
先

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら�

��

　
半
年
に
一
度
、
無
料
・
予
約
不

要
で
、
市
内
の
歯
科
医
師
に
気
軽

に
相
談
で
き
る
歯
科
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。�

▼
と
き
　
２
月
４
日
贓
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民

健
康
館
　
医
療
相
談
室
　
▼
医
師

祖
父
江
歯
科
医
師
　
祖
父
江
一
裕

▼
定
員
　
な
し
（
当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
先
　
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら�

���

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
９
時
１５
分
（
こ
の
後

約
１
時
間
の
説
明
あ
り
）
　
▼
持

ち
物
　
妊
娠
届
出
書
　
▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー�

※
説
明
会
に
参
加
で
き
な
い
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。�

■
消
防
職
員
に
よ
る�

　
高
齢
者
（
８８
歳
）�

　
住
宅
防
火
訪
問�

■
パ
ブ
リ
ッ
ク�

　
コ
メ
ン
ト
募
集�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

蜷市民健康館さら・さくら（蕁６３・３８００）（ＦＡＸ６５・３０８０）贖・贍・贇を除く午前８時３０分～午後５時�
蜷保　健　セ　ン　タ　ー（蕁６１・１１７６）（ＦＡＸ６１・１７６９）�

市�康�健� 民�コ�ー�ナ�ー�

８
０
２
０
か
ら�

　
　
　
　
人
の
歯
①�

は
ち
ま
る
く
ん
だ
よ
り�

〜
犬
山
扶
桑
歯
科
医
師
会
〜�

■
健
康
な
ん
で
も
相
談�

■
母
子
健
康
手
帳�

　
交
付
と
説
明
会�

■
歯
科
な
ん
で
も
相
談�

■
健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動
処
方�

■
市
役
所
で
健
康
相
談�

「
無
料
点
検
」
に�

　
応
じ
た
ら
高
額
な�

　
　
工
事
勧
誘
さ
れ
た�

　
自
分
の
体
力
を
知
り
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！
運
動
処

方
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士
が
体

力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
も
と
に
、

効
果
的
な
運
動
の
方
法
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。�

▼
と
き
・
時
間
　
２
月
１８
日
贓

体
力
チ
ェ
ッ
ク
＝
午
前
１０
時
〜
１１

時
３０
分
、
運
動
処
方
＝
午
前
１０
時

〜
１１
時
４５
分
　
▼
と
こ
ろ
　
市
民

健
康
館
　
交
流
ホ
ー
ル
　
▼
内
容

体
力
測
定
（
脚
筋
力
・
握
力
測
定
、

長
座
体
前
屈
な
ど
）
　
▼
対
象

ど
な
た
で
も
　
▼
参
加
料
　
無
料

▼
持
ち
物
　
健
康
手
帳
、
過
去
に

体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
人
は
、
体
力
チ
ェ
ッ
ク
表
　

▼
問
合
せ
先
　
市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら
　�

※
運
動
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。�

犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言�

【
目
標
】

 

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０３０１００

�
@
ｃｉｔｙ

.ｉｎ
ｕｙａ
ｍ
ａ
.ｌｇ
.ｊｐ
�
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【市民文化会館】蕁６７・２４１１　【南部公民館】蕁６８・０８３４�

日�曜� 催　し　物� 会　場� 入場料� 問合せ先�時間�

１　贍�
犬山市民活動�
支援センター�
蕁６１・７７１０�

子ども大学活動成果�
発表会� 無　料�市民文化会�

館大ホール�
開場１３：００�
開演１３：３０�

８　贍�
古内�
蕁０７０・�
　５３３６・１６９７�

笑”１５周年記念公演�
ＷＥ ＬＯＶＥ ＪＹＯ� ２,０００円�市民文化会�

館大ホール�
開場１３：００　�
開演１４：００�

１４　贖� 真和楽器譁�
蕁６２・２２７３�

ヤマハピアノフェスティ�
バル真和楽器大会� 無　料�南部公民館�

講堂�
開場１３：２０�
開演１３：３０�

２８　贖�

社会福祉協議�
会ボランティ�
アセンター�
蕁６１・２５６３�

ボランティアのつどい� 無　料�市民文化会�
館大ホール�

開場９：３０�
開演１０：００�

１５　贍� 真和楽器譁�
蕁６２・２２７３�

ヤマハピアノフェスティ�
バル真和楽器大会� 無　料�南部公民館�

講堂�

（午前の部）�
開場９：５０�
開演１０：００�
（午後の部）�
開場１３：２０�
開演１３：３０�

南部公民館�
蕁６８・０８３４�

１作品に�
つき�
５００円�
１日券�
７００円�
２日券�
１,０００円�

２１　贖�

名作シネマ上映会�
◆１回目�
　「銭形平次捕物控」�
◆２回目�
　「大江戸五人男」�

南部公民館�
講堂�

１回目�
開場９：３０�
開演１０：００�
２回目�
開場１２：４５�
開演１３：００�

南部公民館�
講堂�２２　贍�

名作シネマ上映会�
◆１回目�
　「旗本退屈男」�
◆２回目�
　「赤穂浪士」�

１回目�
開場９：３０�
開演１０：００�
２回目�
開場１２：４５�
開演１３：００�

７　贖� 社会教育課�
蕁４４・０３５３�

市民総合大学　敬道館�
文学部�
講師：古典文学研究家�
　　　勝　典子氏�
演題：壇ノ浦～平家の�
　　　人々の最期の迎�
　　　え方・後日談・�
　　　大原御幸～�

受講料�
必　要�

南部公民館�
講堂�

開場１３：００　�
開演１３：３０�

１４　贖� 市民文化会館�
蕁６７・２４１１�

親子で楽しむコンサート�
はいだしょうこと谷本�
賢一郎のいっしょに歌�
って楽しもう！�
～バレンタインに音楽�
　の贈り物～�

一般�
２,５００円�
中学生以下�
１,０００円�

市民文化会�
館大ホール�

開場１３：３０�
開演１４：００�

※都合により、開場・開演時間が変更になることがあります。�

催し物�
ガイド�

EVENT GUIDE

2月�2月�

●平日窓口延長�
毎月第1・第3火曜日�
（1／20・2／3・2／17）�
午後７時まで�
※市民課窓口で住民票・戸籍・�
　印鑑登録・印鑑登録証明書の�
　発行、転入届・転出届の受付�
　を行っています。�

●日曜市役所�
毎月第2・第4日曜日�
（1／25・2／8・2／22）�
午前９時～正午�
※市民課窓口で住民票・戸籍・�
　印鑑登録・印鑑登録証明書の�
　発行を行っています。�

●休日納税窓口�
毎月第2・第4日曜日�
（1／25・2／8・2／22）�
午前９時～正午�
※収納課窓口で市税の納付や�
　相談・納税証明の発行を行�
　っています。�

ま
つ�

広報いぬやま　Ｈ２７・1・１５号� 広報いぬやま　Ｈ２７・１・１５号�

��������

　
昨
年
１２
月
１３
日
贖
に
南
部
公
民

館
で
犬
山
市
町
会
長
会
が
開
催
さ

れ
、
多
年
に
わ
た
り
町
会
長
と
し

て
地
方
自
治
に
尽
力
さ
れ
た
人
に

対
し
感
謝
状
が
、
ま
た
市
内
の
ご

み
集
積
場
の
美
化
に
努
め
て
い
る

優
良
町
内
会
に
対
し
表
彰
状
が
市

長
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。�

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）�

◎
長
期
勤
続
町
内
会
長�

　
大
澤
弘
康
（
本
町
）
、
奥
村
一

忠
（
中
屋
敷
）
、
上
村
金
治
（
大

畔
京
大
）
、
長
谷
川
廣
信
（
栗
栖

上
）
、
張
本
清
三
郎
（
鉾
添
）
、

林
久
男
（
緑
ケ
丘
南
） 

�

◎
ご
み
集
積
場
優
良
町
内
会�

　
ハ
イ
タ
ウ
ン
町
内
会
、
上
野
東

町
内
会
、
第
２
桜
ヶ
丘
町
内
会
、

長
者
町
団
地
７
町
内
会
、
南
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
町
内
会�

�����������

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
私
の
つ
ぶ

や
き
に
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
く

だ
さ
い
。�

　
世
界
の
国
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
こ

の
国
の
人
で
あ
っ
て
も
必
ず
１
年

に
１
度
は
同
じ
イ
ベ
ン
ト
を
経
験

し
ま
す
。
そ
れ
は
新
し
い
年
を
迎

え
る
行
事
で
あ
る
お
正
月
で
す
。

大
晦
日
や
元
旦
に
行
う
習
慣
が
そ

れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
っ
て
い
て
も
、

全
て
の
習
わ
し
は
新
し
き
年
に
幸

福
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
行

う
も
の
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
イ

タ
リ
ア
で
は
赤
い
下
着
を
身
に
つ

け
て
年
越
し
を
す
る
と
、
ま
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
で
は
食
器
を
窓
か
ら
投

げ
る
と
幸
運
が
や
っ
て
く
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
に
は
ブ
ラ
イ

ギ
ー
セ
ン
（
鉛
を
流
す
）
と
い
う

新
年
を
幸
運
に
導
く
た
め
に
行
う

鉛
占
い
の
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
ろ

う
そ
く
で
鉛
を
溶
か
し
、
そ
れ
を

水
に
流
し
、
表
面
に
現
れ
た
鉛
の

形
で
運
勢
を
占
う
と
い
う
子
供
騙

し
の
ゲ
ー
ム
で
す
。
例
え
ば
鉛
が

ハ
ー
ト
型
で
あ
れ
ば
恋
愛
の
成
就
、

ク
ロ
ー
バ
ー
型
は
大
吉
、
馬
蹄
型

は
仕
事
の
成
功
な
ど
と
解
釈
さ
れ

て
い
ま
す
。
鉛
占
い
の
セ
ッ
ト
は

ス
ー
パ
ー
で
簡
単
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
軽
い
気
持
ち
で
行

う
新
年
の
お
楽
し
み
行
事
の
ひ
と

つ
で
す
。�

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
特
有
の
ラ
ッ
キ

ー
ア
イ
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
、
コ
イ
ン
、

て
ん
と
う
虫
、
煙
突
掃
除
人
と
馬

の
足
に
つ
け
る
蹄
鉄
で
す
。
こ
れ

ら
の
縁
起
物
は
、
お
正
月
に
な
る

と
、
例
え
ば
ケ
ー
キ
の
飾
り
つ
け

の
題
材
と
し
て
登
場
し
た
り
、
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
の
モ
チ
ー
フ
に
使
用

さ
れ
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
大
晦
日
の

歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
の
頃
か

ら
習
慣
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
本
来
大
晦
日
は
歳
神
様

を
祀
る
た
め
の
準
備
が
行
わ
れ
る

日
で
し
た
が
、
仏
教
の
浸
透
と
と

も
に
、
除
夜
の
鐘
を
つ
く
と
い
う

習
慣
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
晦
日
に
年
越
し
蕎
麦
を
食
べ
る

習
慣
は
江
戸
時
代
に
定
着
し
た
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
起
源
に
は

諸
説
あ
り
ま
す
。
有
力
な
も
の
だ

け
で
も
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
ま
す
。�

　
ま
ず
は
、
蕎
麦
は
細
く
長
く
伸

び
る
の
で
、
「
長
寿
延
命
」
「
家

運
長
命
」
な
ど
の
縁
起
を
担
い
で

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の

が
定
番
の
説
で
し
ょ
う
。
次
に
、

蕎
麦
は
切
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
、

１
年
の
苦
労
を
切
り
捨
て
る
た
め

に
食
べ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
金
箔
職
人
が
飛
び
散
っ
た

金
箔
を
集
め
る
の
に
蕎
麦
粉
を
使

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
ば
は
金
を
集

め
る
縁
起
物
と
い
う
謂
れ
も
あ
り

ま
す
。�

　
そ
う
考
え
る
と
、
年
越
し
の
方

法
や
形
式
に
違
い
が
あ
っ
て
も
、

良
い
年
を
迎
え
た
い
と
い
う
人
々

の
思
い
は
一
致
し
て
い
ま
す
。
私

も
そ
れ
ら
の
幸
運
の
習
慣
に
あ
や

か
り
、
２
０
１
４
年
の
大
晦
日
に

は
ド
イ
ツ
か
ら
遊
び
に
来
た
友
人

と
一
緒
に
赤
い
靴
下
を
履
き
、

（
人
生
太
く
長
く
生
き
た
い
の

で
）
う
ど
ん
を
食
べ
、
元
旦
に
は

初
詣
と
鉛
占
い
を
し
、
２
０
１
５

年
の
幸
運
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に

で
き
る
限
り
の
習
慣
を
実
践
し
ま

し
た
。�

　
皆
さ
ん
も
世
界
の
様
々
な
招
福

の
習
慣
を
実
践
さ
れ
、
良
い
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
２

０
１
５
年
が
素
敵
な
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
！�

楽田小学校６年 田口芽唯君�

空手全国大会ベスト８�

　「第８回ＪＫＪＯ全日本ジュニア大会空手道選
手権大会」が１１月２２日、東京で開催されました。
楽田小学校６年の田口芽唯君（内久保）が、小学
６年男子４０㌔未満に出場。２年目にして見事８強
入りを果たしました。�

が　　い�

て
い
　
て
つ�

と
し
　が
み
　さ
ま�

そ
　
ば�

い
わ�

大
　
晦
　
日�

１７�

����

　
平
成
２７
年
度
か
ら
平
成
２９
年
度

に
か
け
て
内
田
防
災
公
園
（
旧
名

証
犬
山
綜
合
運
動
場
）
の
整
備
を

行
い
ま
す
。
防
災
公
園
の
ほ
か
、

観
光
駐
車
場
、
多
目
的
広
場
等
を

整
備
す
る
予
定
で
す
。
整
備
に
と

も
な
い
既
存
施
設
（
野
球
場
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
の
利
用
が
順
次
で
き
な
く
な

り
ま
す
。�

▼
既
存
施
設
利
用
可
能
期
間
　�

○
野
球
場
＝
平
成
２８
年
３
月
ま
で

北
側
１
面
の
み
利
用
可
能�

○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
＝
平
成
２７
年
６
月
ま
で
利

用
可
能
　
▼
問
合
せ
先
　
【
工

事
】
都
市
計
画
建
築
課
（
蕁
４４
・

０
３
３
０
）
、
【
施
設
利
用
】
社

会
教
育
課
（
蕁
４４
・
０
３
５
２
）�

■
内
田
防
災
公
園
の�

　
整
備
に
伴
う
既
存
施�

　
設
の
利
用
に
つ
い
て�

長期勤続�
町会長らに�
感謝状�

長期勤続�
町会長らに�
感謝状�

お
お
　
　
み
そ
　
　
か

�
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■休日歯科診療�
電話受付時間　午前９時３０分～１１時３０分�

※（所在地）は、市町・大字小字にて表記�

と　き� 歯科医院名（所在地）� 電　話�

■休日・平日時間外の水道緊急時�
連絡先　白山浄水場（蕁６１・１２６０）�

■救急医療の案内�
○救急医療情報センター（蕁８１・１１３３）�
　　２４時間３６５日体制で、電話で医療機関の案内を行っています。�
○救急医療情報システム　http://www.qq.pref.aichi.jp/（５か国語対応）�
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。�
○小児救急電話相談（蕁＃８０００か、蕁０５２・９６２・９９００）�
　　休日などの夜間に医療相談が受けられます。�
　　★受付時間／土・日曜日、祝日の午後７時～１１時�

０５８７・９３・８３３０�

６２・７２８８�

６１・００３７�

１月１８日贍�

１月２５日贍�

２月１日贍�

（扶桑・柏森西前）�

（愛宕町）�

（東古券）�

柏森歯科クリニック�

小島歯科医院�

佐藤歯科医院�

高齢者の総合相談�
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（蕁４４・０３２５）�
受付時間：午前９時～午後５時（贖贍贇を除く）�

■休日（昼間）診療�

■休日（夜間）診療�

犬山市休日急病診療所（国道４１号五郎丸交差点東へ３００ｍ）�
内科・外科（蕁６２・８１００）�
受付時間：午前８時３０分～１１時３０分（診療は午前９時から）�
　　　　　午後１時３０分～４時１５分（診療は午後２時から）�

受付時間　午後５時～８時�

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）�

と　き� 病・医院名� 電　話�

宮崎整形外科・外科・内科�

こばやし眼科�

（蝉　屋）�

（富士見町）�

６８・０４６１�

６２・７２７８�

みどり診療所�

石原外科�

（長者町）�

（橋爪上）�

６７・３３１１�

６２・２８５５�

木村内科�

マザークリニックハピネス�

（城　南）�

（塔野地）�

６７・０００８�

６３・４１０３�

１月１８日贍�

１月２５日贍�

２月１日贍�

�

��
●
「
白
帝
フ
ォ
ト
」
秋
の
撮
影
会

　
作
品
展�

　
奈
良
・
長
谷
寺
の
大
伽
藍
を
中

心
に
撮
影
し
た
写
真
作
品
２５
点
を

展
示
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
１
月
１９
日
贐
〜
２
月
２

日
贐
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初

日
は
午
前
１１
時
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
プ
ラ
ザ
　
▼
問

合
せ
先
　
中
道
（
蕁
６２
・
４
３
６

５
）�

●
水
墨
画
三
人
展�

　
水
野
竹
栖
・
萩
原
靖
花
・�

　
大
西
蘭
香�

▼
と
き
　
１
月
２１
日
贓
〜
２６
日
贐

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ

コ
ッ
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
上
坂
町
）
　
▼
問
合
せ
先
　
萩

原
（
蕁
６２
・
５
６
１
７
）�

●
第
９
回
新
春
女
流
日
本
画
展�

　
現
代
日
本
画
（
小
品
〜
５０
号
）

約
３７
点
を
展
示
し
ま
す
。�

▼
と
き
　
１
月
２４
日
贖
〜
２９
日
賍

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
初
日
は

正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）
　
▼
と
こ
ろ
　
清
水
屋
犬

山
店
６
階
　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
　�

▼
入
場
料
　
無
料
　
▼
問
合
せ
先

伊
藤
（
蕁
６７
・
２
４
８
２
）�

�

●
障
害
年
金
個
別
無
料
相
談
会�

▼
と
き
　
１
月
２８
日
贓
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
と
こ
ろ
　
犬
山
国
際
観
光
セ
ン

タ
ー
フ
ロ
イ
デ
控
室
２
　
▼
対
象

精
神
・
身
体
障
害
が
あ
る
人
で
６５

歳
前
に
初
診
が
あ
り
、
日
常
生
活

や
仕
事
に
支
障
が
出
て
い
る
人
　

▼
問
合
せ
先
　
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ス

チ
ル
ベ
　
社
会
保
険
労
務
士
　
重

松
（
蕁
６２
・
７
７
７
８
）�

●
第
４２
回
Ｊ
Ｃ
青
年
の
船
「
と
う

　
か
い
号
」
乗
船
者
募
集�

　
一
般
社
団
法
人
犬
山
青
年
会
議

所
は
、
日
本
青
年
会
議
所
東
海
地

区
協
議
会
に
よ
る
、
第
４２
回
Ｊ
Ｃ

青
年
の
船
「
と
う
か
い
号
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

▼
乗
船
資
格
　
年
齢
２０
歳
〜
３５
歳

▼
乗
船
期
間
　
５
月
３１
日
贍
〜
６

月
７
日
贍
　
▼
費
用
　
２
７
５
，

０
０
０
円
　
▼
申
込
み
　
２
月
２１

日
贖
ま
で
に
一
般
社
団
法
人
犬
山

青
年
会
議
所
事
務
局
（
蕁
６２
・
６

４
８
２
　
Ｅ
メ
ー
ル

inujc@
yahoo.co.jp

）
へ�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。�

　
１１
月
２２
日
贖
、
１
５
０
人
の
参

加
者
と
ス
タ
ッ
フ
２０
人
に
よ
り
晩

秋
の
紅
葉
が
美
し
く
な
っ
た
入
鹿

池
一
周
ハ
イ
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
ツ
ヤ
ツ
ヤ
の

柿
、
パ
ン
、
新
鮮
な
野
菜
等
が
販

売
さ
れ
、
受
付
を
終
え
た
参
加
者

が
大
勢
買
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
主
催
者
代
表
上
島
会
長
の
挨
拶
、

実
行
委
員
長
下
村
さ
ん
の
注
意
事

項
説
明
の
後
、
私
た
ち
ろ
く
ま
る

ス
タ
ッ
フ
と
参
加
者
全
員
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
ま
し
た
。
　�

　
そ
の
後
、
３０
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
ス
タ
ー
ト
。
参
加
し
た�

����������
塔
野
地
の
大
沢
さ
ん
は
家
か
ら
歩

い
て
こ
こ
ま
で
来
た
と
聞
き
、
健

脚
に
す
ご
い
と
感
心
。�

　
明
治
村
北
門
横
で
の
ト
イ
レ
休

憩
の
頃
に
は
先
頭
と
最
後
尾
は
ど

ん
ど
ん
離
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
途

中
に
は
「
マ
ラ
ソ
ン
橋
」
跡
。
名

前
の
由
来
は
は
っ
き
り
わ
か
り
ま

せ
ん
が
昭
和
初
期
の
こ
ろ
、
こ
の

橋
を
折
り
返
す
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ほ
ぼ
中

間
点
の
池
の
ほ
と
り
で
昼
食
と
休

憩
。
早
い
方
は
水
分
補
給
の
後
、

少
し
休
ん
で
す
ぐ
に
出
発
。
最
後

尾
が
着
く
前
に
…
…
。
と
に
か
く

早
い
早
い
。�

　
犬
山
在
住
の
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
大
屋
渡
さ
ん
も
参
加
。

一
緒
に
歩
か
れ
た
方
は
、
コ
ー
ス

沿
い
の
い
ろ
ん
な
植
物
等
の
名
前

を
教
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
タ
カ
ノ
ツ
メ
」
の
黄
色
い
葉
、

新
芽
は
て
ん
ぷ
ら
で
美
味
。
カ
シ

ワ
の
葉
の
代
用
で
和
菓
子
を
包
む

「
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
」
な
ど
。

「
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
」
も
赤
く
染
ま
っ�

����������

た
木
が
綺
麗
で
し
た
。�

　
対
岸
か
ら
明
治
村
を
望
む
の
も

ま
た
格
別
な
景
色
。
赤
い
ア
ー
チ

橋
の
入
鹿
大
橋
を
渡
る
頃
に
は
ち

ょ
っ
と
足
が
だ
る
く
な
り
ま
し
た

が
、
「
も
う
ち
ょ
っ
と
だ
よ
、
が

ん
ば
っ
て
歩
こ
う
ね
」
と
他
の
参

加
者
と
声
を
か
け
あ
い
な
が
ら
一

緒
に
歩
き
、
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
午

後
１
時
５０
分
頃
。
ほ
と
ん
ど
の
参

加
者
は
振
る
舞
い
の
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
終
わ
り
帰
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
リ
ニ
ア
の
時
代
が
来
ま
す
が
、

健
康
に
は
歩
く
こ
と
（
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
）
が
い
い
で
す
ね
。
来
年
度

は
八
曽
地
区
の
コ
ー
ス
で
す
よ
！

待
っ
て
ま
ー
す
。�

　
そ
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
も
。
毎
日

早
起
き
し
て
さ
わ
や
か
な
ラ
ジ
オ

体
操
の
歌
を
聴
き
１
、
２
、
３
と

元
気
に
体
操
し
ま
し
ょ
う
！！�

【
取
材
・
文
／
小
川
博
満
さ
ん

（
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
）
　
写
真
／
飯
坂

正
さ
ん
（
い
い
さ
ん
）
】�

����

　
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
平
成
２７
年
２
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。�

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
す

べ
て
の
農
家
な
ど
農
林
業
関
係
者

を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
、

「
農
林
業
に
関
す
る
国
勢
調
査
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
耕
作
面
積
が
概
ね
５
０
０
㎡
を

超
え
る
人
を
対
象
に
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
。
日
頃
皆
さ
ん
が
管
理

し
て
い
る
農
地
の
現
況
に
つ
い
て
、

回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
統
計
課
　
学
事
・
農
林
統
計
グ

ル
ー
プ
（
蕁
０５２
・
９５４
・
６
１
０

２
）
、
犬
山
市
役
所
農
林
治
水
課

農
政
担
当
（
蕁
４４
・
０
３
４
２
）�

材　料�
（４人分）�

・大根�
・大根の葉�
・塩�
・片栗粉�
・ごま油�
・大葉�
・ぽん酢（つけだれ）�

……………１/２本�
……………適量�

……………………少々�
……大さじ６～８�
………………少々�

…………………適量�
…適量�

カルシウム入りおいもご飯＆�
おばあちゃんの畑の大根もち�
カルシウム入りおいもご飯＆�
おばあちゃんの畑の大根もち�

オリジナル�わが家のおいしいごはん�市
内の
小学生が教えてくれた

市
内の
小学生が教えてくれた

⑬�

【大根もち】�
①大根をすりおろし、水分をきる。
（水分が多すぎると、もちも
ち感が減ります）�

②大根の葉を小口切りにする。�
③①に塩、片栗粉、②の大根の
葉を入れて混ぜる。�

④フライパンにごま油をしき、
形を整えて焼く。�

⑤焼き色がついて大根に透明感
がでてきたら、焼きあがり。�

⑥お皿に大葉をしき、大根もち
を盛り付け、ぽん酢を添える。�

〈作り方〉�

【献立名献立名】�【献立名】�

レシピ提供者　吉野　幸来さん�
　　　　　 　（小学５年生）�

こ　こ�

を読込んでください。�

■
２
０
１
５
年�

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に�

　
協
力
を�

農林業センサスキャラクター�

民�

ひ�
ろ�
ば�

の�

市�

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇�

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
市
役

所
内
N
P
O
編
集
企
画
協
会
へ�

（
３
月
１
日
号
の
締
め
切
り
は
１

月
２０
日
齎
、
３
月
１５
日
号
の
締
め

切
り
は
２
月
３
日
齎
）。�

第
９
回
わ
っ
し
ょ
い
！！�

入
鹿
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト�

入
鹿
池
一
周
ハ
イ
キ
ン
グ�

市
制
６０
周
年
記
念
事
業
の
様
子
を�

　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！�

市
制
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員�

「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�

「
ろ
く
ま
る
ス
タ
ッ
フ
」
に
よ
る
行
事
レ
ポ
ー
ト
！�

1819
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　わんぱくで明るく、
何にでも興味を持つ
性格。皆さん、どう
ぞよろしく。�

犬山市のキャラクター�

わん丸君�

伊藤　秀成ちゃん�
（四季の丘）�

平成２６年１月１６日生まれ�

しゅう　な� つばさ�

吉澤　翼ちゃん�
（羽黒）�

平成２６年１月２６日生まれ�

QRコード�

　
犬
山
城
の
入
場
者
数

が
ウ
ナ
ギ
登
り
な
の
は

う
れ
し
い
限
り
だ
が
、

喜
ん
で
ば
か
り
も
い
ら

れ
な
い
。�

　
問
題
は
、
来
場
者
の

ど
れ
ほ
ど
が
「
ま
た
来

た
い
」
と
思
っ
て
い
る

か
、
だ
。�

　
城
下
町
ま
で
足
を
運

ぶ
人
も
か
な
り
い
る
と

思
う
が
、
両
方
と
も
受

け
入
れ
態
勢
は
十
分
か
。�

　
マ
ン
ネ
リ
化
で
な
く

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
、

あ
の
手
、
こ
の
手
を
考

え
よ
う
。
　
　
（
山
）�

編
集
後
記�

　明るく元気にすく
すく育ってね。�

　たくさん笑って、
たくさん遊んでね。�

※広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に�
　おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。�

◆
所
在
地�

　
犬
山
市
大
字
上
野
字
弥
左
畑
３

１
０�

◆
事
業
内
容�

　
工
作
機
械
・
産
業
機
械
に
係
る

部
品
（
フ
レ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
・
プ

レ
ー
ト
等
）
の
加
工
、
航
空
機
部

品
に
係
る
治
具
の
製
作�

◆
歴
史
・
沿
革�

　
昭
和
４９
年
、
丹
羽
郡
扶
桑
町
に

有
限
会
社
飯
島
鉄
工
所
と
し
て
設

立
。
平
成
７
年
、
こ
れ
ま
で
の
会

社
名
の
頭
文
字
「
Ｉ
（
ア
イ
）
」

と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
組
み
合
わ
せ

た
ア
イ
テ
ッ
ク
へ
会
社
名
を
変
更

す
る
と
と
も
に
株
式
会
社
へ
再
編
。

平
成
１９
年
に
事
業
拡
大
の
た
め
現

在
地
へ
移
転
し
ま
し
た
。�

◆
困
難
へ
の
挑
戦�

　
当
社
は
、
金
属
の
大
物
加
工
・

高
精
度
加
工
の
分
野
で
は
他
社
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
技
術
を
有
し

て
い
ま
す
。
他
社
で
は
対
応
が
困

難
な
依
頼
に
も
「
こ
こ
に
頼
め
ば

な
ん
と
か
し
て
く
れ
る
」
企
業
を

目
指
し
て
積
極
的
に
受
注
し
て
き

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
仕
事
に
は

苦
労
が
つ
き
も
の
で
す
が
、
長
年

培
っ
て
き
た
技
術
・
経
験
を
生
か

し
て
絶
え
ず
挑
戦
し
て
い
ま
す
。�

◆
社
員
一
丸
で
実
現
す
る
早
さ�

　
受
注
か
ら
納
品
ま
で
に
は
様
々

な
工
程
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
を
専
門
と
す
る
社
員
が
担
当
し

ま
す
が
、
当
社
で
は
日
頃
か
ら
数

多
く
の
社
内
行
事
を
開
催
す
る
な

ど
社
員
同
士
の
親
交
を
深
め
る
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

分
野
間
の
垣
根
が
取
り
除
か
れ
、

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
仕
事
に
取

り
組
む
職
場
環
境
が
で
き
あ
が
り
、

受
注
か
ら
納
品
ま
で
の
期
間
短
縮

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。�

������������

◆
未
来
を
見
つ
め
て�

　
当
社
は
工
作
機
械
・
産
業
機
械

部
品
を
主
に
取
り
扱
っ
て
き
ま
し

た
が
、
航
空
機
産
業
の
将
来
性
に

期
待
し
、
航
空
機
部
品
関
係
の
仕

事
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

風
力
発
電
設
備
等
の
地
球
環
境
分

野
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ
先
　
商
工
企
業
振
興
課

（
蕁
４４
・
０
３
４
０
）�

株
式
会
社
ア
イ
テ
ッ
ク
�

　犬山成田山では、昭和２９年から厄払い行事
として節分会が行われています。これは同３３
年、開創５周年の折の会場風景で、仮設舞台
から年男たちが勇壮に豆をまいています。�
（「犬山・江南の昭和」より）�

成 田 山 の 節 分 会 �
（昭和３３年）�

未 来 を 見 つ め て �

せつ　ぶん　え�

４２�

大物加工技術を磨く社員�

２５９�


